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第 8 回安曇野花火（実行委員会主催）が 8 月 14 日、
明科御宝田遊水池周辺の犀川河川敷で開催されまし
た。本年は、約１万 2 千発の色とりどりの花火が打ち
上げられ、集まった約 2 万 2 千人の観客から拍手と歓
声が上がっていました。

プログラムでは、「温故知新」をテーマに花火を古い
時代から振り返り、江戸時代の単色の花火から現代の
色鮮やかな花火までを紹介。このほか、心温まるメッ
セージと共に結婚や家族の誕生日を祝う「お祝い花火」
が打ち上げられました。フィナーレでは、音楽に合わ
せて打ち上げられる恒例の特大スターマインが安曇野
の夜空一面を彩りました。

サッカーのスペイン 3 部リーグ「ＵＤログ
ロニェス」に入団が決まった藤澤公

まさひろ

宏さん
（豊科）が 7 月 29 日、宮澤市長を表敬訪問し
ました。藤澤さんは 7 月まで愛知県の社会人
チームに所属。小学生の頃からの夢だったプ
ロ選手になるため、大学在学中から海外のプ
ロチームの入団テストを受け、スカウトされ
ました。ポジションがフォワードの藤澤さんは、
体格や言葉、習慣の違いに戸惑いがあるとし
ながらも「長所であるスピードを生かした攻
撃で、チームに貢献したい」と意気込みを話
しました。8 月下旬にチームに合流し、プロ
としての第１歩を踏み出しました。

友好交流都市・神奈川県真鶴町の小学生が、
8 月 8 日から１泊 2 日の日程で市内を訪れ、
市内の小学生と交流しました。

本年は、53 人（真鶴町 26 人、安曇野市 27 人）
が参加。8 日に堀金公民館で行われた「歓迎
のつどい」では、名刺交換や記念撮影などが
行われました。真鶴町から参加した竹内隆

りゅうき

希
くん（真鶴小 4 年）は「初めての参加で、わ
くわくしながら来ました」と話し、中嶋春香
さん（豊科東小 6 年）は「国営アルプスあづ
みの公園での体験プログラムなどを通じて、
友だちをたくさんつくりたいです」と笑顔で
話してくれました。
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東アジアの 6 つの国と地域の代表が対戦
する東アジアホープス卓球大会（小学校 6 年
生以下対象）で、日本代表として出場する手
塚崚

りょうま

馬くん（豊科南小 6 年）が8 月 12日、大会
を前に宮澤市長を表敬訪問しました。手塚
くんは、5 月末に東京都で行われた日本代表
選考会で、代表 10 人の内の一人に選出され
ました。卓球競技で県内から日本代表が選
出されたのは手塚くんが初めてです。手塚
くんは「海外の選手を相手に一つでも多く勝ち
たい」と大会での活躍を誓ってくれました。

市の史跡「穂高古墳群」の一つ、国営ア
ルプスあづみの公園内にある F9 号墳の発掘
見学会が 8 月 13 日に行われました。この日
は、豊科郷土博物館友の会の皆さんなど約
50 人が参加。同古墳は、平成 21 年から毎年、
夏の時期に國學院大学による発掘調査が行
われており、参加者は、同大学の研究員か
ら石室の様子、出土した刀や土器などの説
明を受けました。参加者の宮原清和さん（穂
高有明）は「古代の暮らしを今に伝える古
墳群に壮大なロマンを感じます」と発掘作
業を見守っていました。

第 24 回信州安曇野薪能（同実行委員会主催）が 8
月 23 日、明科体育館の特設舞台で開催されました。

この薪能は、観世流能楽師であった故青木祥二郎さ
んが旧明科町の名誉町民に選ばれたことをきっかけに
始まったものです。

今回は、青木祥二郎さんの長男で、市功労者表彰を
受賞した青木道喜さんが創作した、新作能「恋の龍門
淵」が上演されました。雨の精が初恋の人との再会を
喜びながら争いのない世の中を願い舞う「祈りの舞」
に、多くの観客が魅了されました。

このほかに、片山九郎右衛門さんによる舞囃子
「山

やまんば

姥」や人間国宝の野村萬さんらによる狂言「佐渡狐」
なども上演され、会場に詰め掛けた約 800 人の観客は、
幽玄の世界を心行くまで楽しみました。また、開演前
には市内の小・中学生の皆さんによる連吟・仕舞が披
露されました。
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